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１．科学技術の社会への貢献
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戦後の経済成長を支えた科学技術・イノベーション
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戦後復興
重点分野を官民をあげて
育成

【鉄鋼、船舶】

オイルショック
エネルギー効率の向上、

加工組立型産業

【電機、自動車】

プラザ合意
価格競争力の向上、

海外展開

【自動車】

1970s

1960s

1980s



公的R&Dの経済成長に対する寄与

4

注）「工業統計調査」（経済産業省）における企業（工場）の生産額及び生産要素の投入額と「科学技術研究調査」（総務省）における企業及び大学・公的研究機関のR&D額の大規
模な個票データをミクロレベルで接合して変数間の相関を回帰分析（約１万社）。その結果に基づき製造業全体のＴＦＰ成長率を、技術知識に関する各要因で分解。（なお、企業の
技術の吸収能力とＴＦＰ成長率の相関に関しては、自社R&Dストック・売上高比率と公的R&Dの交差項が正で有意な影響との分析結果）
資料：科学技術・学術政策研究所「工場立地と民間・公的R&Dスピルオーバー効果：技術的・地理的・関係的近接性を通じたスピルオーバーの生産性効果の分析」NISTEP DISCUSSION 
PAPER No. 93（2013年5月、科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」政策課題対応型調査研究）

全要素生産性（ＴＦＰ）成長率の要因分析（％）
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【我が国のＧＤＰ成長率とその内訳】

ＧＤＰ成長率は一般に、労働投入による寄与、資本投入
（設備投資）による寄与、及びそれらを除いた残渣であ
るＴＦＰ（Total Factor Productivity：全要素生産性）に分
解出来る。

製造業のＴＦ
Ｐについて分
析
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TFP分解

		

				TFP成長率の分解（%・従業者数30人以上の生存事業所のみ） セイチョウリツブンカイジュウギョウシャスウニンイジョウセイゾンジギョウショ

						1987-1992		1992-1997		1997-2002		2002-2007

				自社R&Dの寄与 ジシャキヨ		0.36		0.19		0.12		0.14

				企業間R&Dスピルオーバーの寄与 キギョウカンキヨ		0.80		0.34		0.16		0.16

				公的R&Dスピルオーバーの寄与 コウテキ		0.46		0.61		0.49		0.36

				その他要因の寄与 タヨウインキヨ		2.12		1.67		-0.72		-0.33

				TFP成長率 セイチョウリツ		3.74		2.82		0.05		0.34

				注）推定結果に基づき、工場レベルのTFP上昇率の要因分解を行い、ドマー・ウェイトで集計した。 チュウ

				　　また同時に、R&D実施企業の割合が母集団と一致するようにウェイトを付けて集計している。 ドウジジッシキギョウワリアイボシュウダンイッチツシュウケイ

				　　「その他の要因の寄与」はTFP成長率の産業平均の効果、定数項、年次ダミー、産業ダミーの効果などを含んでいる。 タヨウインキヨテイスウコウネンジコウカフク

																																				公的R&Dスピルオーバー コウテキ		企業間R&Dスピルオーバー キギョウカン		自社R&D ジシャ		その他 タ

																																				M.LS1.ln_prs_ft_tpx_ar_gw		M.LS1.ln_so_rs_ft_tpx_ar_gw		M5.S1.L1.ln_sf_rs_ft_tpx_ar

																		北海道																		0.0761942		0.030157215		-0.17342112		0.067069705

																		青森																		0.06653699		0.036245797		0.081531083		-0.18431387

																		岩手																		0.0764825		0.094597451		0.131683711		-0.302763662

																		宮城																		0.08044401		0.095350092		0.088965896		-0.264759998

																		秋田																		0.0634359		0.086744961		0.018349775		-0.168530636

																		山形																		0.07388068		0.014061512		0.094064756		-0.182006948

																		福島																		0.08500544		0.018771345		0.108405271		-0.212182056

																		茨城																		0.10696774		0.102668794		0.069735536		-0.27937207

																		栃木																		0.07064354		0.102832067		0.129143671		-0.302619278

																		群馬																		0.0625311		0.154937833		0.126183387		-0.34365232

																		埼玉																		0.07531982		0.079148929		0.232640623		-0.387109372

																		千葉																		0.09731067		0.0296184		0.078527743		-0.205456813

																		東京																		0.07670759		0.106753564		0.091509975		-0.274971129

																		神奈川																		0.07631901		0.106086807		0.156655992		-0.339061809

																		新潟																		0.06996741		0.122257766		0.15783318		-0.350058356

																		富山																		0.06205177		0.119642942		0.052568437		-0.234263149

																		石川																		0.07476774		0.107622921		0.045695739		-0.2280864

																		福井																		0.05377101		0.056826566		0.089516413		-0.200113989

																		山梨																		0.04782342		0.04856931		0.183220288		-0.279613018

																		長野																		0.05687127		0.099416669		0.106411277		-0.262699216

																		岐阜																		0.05667452		0.162186353		0.024105334		-0.242966207

																		静岡																		0.06891063		0.155348308		0.28360527		-0.507864208

																		愛知																		0.06648557		0.170590428		0.140120234		-0.377196232

																		三重																		0.06061236		0.177994086		0.260643984		-0.49925043

																		滋賀																		0.06208415		0.176565927		0.130369227		-0.369019304

																		京都																		0.06974811		0.173690865		0.124634341		-0.368073316

																		大阪 オオサカ																		0.08490439		0.151605406		0.131053682		-0.367563478

																		兵庫																		0.08940948		0.13358437		0.140245364		-0.363239214

																		奈良																		0.052277		0.084852972		0.074328292		-0.211458264

																		和歌山																		0.05316216		-0.018078564		0.032530983		-0.067614579

																		鳥取																		0.02943173		0.027748714		0.0909896		-0.148170044

																		島根																		0.05707383		0.069048367		0.074063466		-0.200185663

																		岡山																		0.08679064		0.129055302		0.184074381		-0.399920323

																		広島																		0.08505907		0.087286497		0.157580943		-0.32992651

																		山口																		0.08453924		0.176060695		0.176775143		-0.437375078

																		徳島																		0.05457075		0.086250479		0.119337233		-0.260158462

																		香川																		0.07196725		0.007865705		0.154689699		-0.234522654

																		愛媛																		0.06518524		0.013950271		0.153701077		-0.232836588

																		高知																		0.04801437		0.085910726		0.011376036		-0.145301132

																		福岡																		0.11950405		0.205046848		0.191058992		-0.51560989

																		佐賀																		0.07641724		0.137351332		0.077622428		-0.291391

																		長崎																		0.04840483		-0.032665616		0.056935223		-0.072674437

																		熊本																		0.08272696		0.237706729		0.285762682		-0.606196371

																		大分																		0.07779785		0.127887964		0.070111611		-0.275797425

																		宮崎																		0.06049216		0.136004868		0.002666433		-0.199163461

																		鹿児島																		0.06341894		0.108749075		0.10216343		-0.274331445

																		沖縄																		0.02910088		0.0227594		0.021878423		-0.073738703
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TFP分解 (2)

		

				TFP成長率の分解（%・従業者数30人以上の生存事業所のみ） セイチョウリツブンカイジュウギョウシャスウニンイジョウセイゾンジギョウショ

						1987-1992		1992-1997		1997-2002		2002-2007

				自社R&Dの寄与 ジシャキヨ		0.36		0.19		0.12		0.14

				企業間R&Dスピルオーバーの寄与 キギョウカンキヨ		0.80		0.34		0.16		0.16

				公的R&Dスピルオーバーの寄与 コウテキ		0.46		0.61		0.49		0.36

				その他要因の寄与 タヨウインキヨ		2.12		1.67		-0.72		-0.33

				TFP成長率 セイチョウリツ		3.74		2.82		0.05		0.34

				注）推定結果に基づき、工場レベルのTFP上昇率の要因分解を行い、ドマー・ウェイトで集計した。 チュウ

				　　また同時に、R&D実施企業の割合が母集団と一致するようにウェイトを付けて集計している。 ドウジジッシキギョウワリアイボシュウダンイッチツシュウケイ

				　　「その他の要因の寄与」はTFP成長率の産業平均の効果、定数項、年次ダミー、産業ダミーの効果などを含んでいる。 タヨウインキヨテイスウコウネンジコウカフク





TFP分解 (2)

		



自社R&Dの寄与
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公的資金助成☓R&D集約度 (2)

		

				※イノベーション活動実施企業（2009-2011年度）のみ カツドウジッシキギョウ

				研究開発集約度（2011年度） ケンキュウカイハツシュウヤクド

												N		研究開発集約度 ケンキュウカイハツシュウヤクド

				公的資金助成の受給（2009-2011年度） コウテキシキンジョセイ		なし		0		|		77,487		0.8%

						あり		1		|		3,326		2.4%

				出典：「第3回全国イノベーション調査」（科学技術・学術政策研究所が2012年に2009～2011年度の3年間の実績について調査）の特別集計結果。 シュッテンダイカイゼンコクチョウサカガクギジュツガクジュツセイサクケンキュウジョネンネンドネンカンジッセキチョウサトクベツシュウケイケッカ

				注1）研究開発集約度＝社内使用研究開発費（2011年度）÷売上高（2009年度）。 チュウケンキュウカイハツシュウヤクドシャナイシヨウケンキュウカイハツヒネンドウリアゲダカネンド

				注2）「公的資金助成」には、地方公共団体または中央政府から受けた税額控除、助成金・補助金、利子補給付き貸付、借入保証・借入助成を含む。 コウテキシキンジョセイウフク

				注3）「イノベーション活動実施企業（2009-2011年度）」は2009年度から2011年度の間に「プロダクト・イノベーション」または「プロセス・イノベーション」を実現またはそららの実現に向けた研究開発等の活動を実施した企業を指す。 チュウネンドネンドアイダジツゲンジツゲンムケンキュウカイハツナドカツドウジッシキギョウサ





公的資金助成☓R&D集約度 (2)

		



研究開発集約度

公的資金助成の受給（2009-2011年度）

研究開発集約度



イノベーション☓労働生産性 (3)

		

				労働生産性指数（平均値） ロウドウセイサンセイシスウヘイキンチ

												N		産業平均からの乖離 サンギョウヘイキンカイリ		労働生産性指数（産業平均＝1） ロウドウセイサンセイシスウサンギョウヘイキン

				イノベーションの実現状況（2009-2011年）		なし		0		|		317,170		-5%		0.95

						プロダクト・
イノベーションのみ		1		|		28,657		12%		1.13

						プロセス・
イノベーションのみ		2		|		21,842		22%		1.25

						プロダクト・
イノベーション
及び
プロセス・
イノベーション オヨ		3		|		22,461		24%		1.27

				出典：「第3回全国イノベーション調査」（科学技術・学術政策研究所が2012年に2009～2011年度の3年間の実績について調査）の特別集計結果。 シュッテンダイカイゼンコクチョウサカガクギジュツガクジュツセイサクケンキュウジョネンネンドネンカンジッセキチョウサトクベツシュウケイケッカ

				注1）労働生産性＝売上高（2011年度）÷従業者数（2011年度）。グラフの縦軸は中分類の産業ごとに労働生産性。 チュウロウドウセイサンセイジュウギョウシャスウネンドタテジクチュウブンルイサンギョウロウドウセイサンセイ

				注2）「プロダクト・イノベーション」は当該企業自身にとって新しいまたは大幅に改善した製品・サービスを市場に導入することを指す。 チュウトウガイキギョウジシンアタラオオハバカイゼンセイヒンシジョウドウニュウサ

				注3）「プロセス・イノベーション」は当該企業自身にとって新しいまたは大幅に改善した生産工程や配送方法等を導入することを指す。 チュウアタラオオハバカイゼンセイサンコウテイハイソウホウホウナドドウニュウサ





イノベーション☓労働生産性 (3)

		



労働生産性指数（産業平均＝1）

イノベーションの実現状況（2009-2011年）

労働生産性指数
（産業平均＝1）





戦後日本の成長
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GDP推移【Current US$】

出典
https://data.worldbank.org/indicator/NY.GDP.MKTP.CD?end=2020&locations=JP-CN-US&name_desc=true&start=1960&view=chart
https://datacommons.org/place/country/JPN?category=Economics&hl=ja
https://datacommons.org/place/country/JPN?category=Health&hl=ja
https://www.mhlw.go.jp/stf/wp/hakusyo/kousei/19/backdata/01-01-02-06.html

https://datacommons.org/place/country/JPN?category=Economics&hl=ja
https://datacommons.org/place/country/JPN?category=Health&hl=ja


技術革新による社会課題への対応と成長の両立

6出典：http://koueki.jiii.or.jp/innovation100/innovation_detail.php?eid=00001&age=high-growth



これまでの科学技術政策による成果の例
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＜ライフサイエンス＞
iPS細胞（H24ノーベル生理学・医学賞）
医療・福祉用ロボットスーツ

＜材料科学＞
青色ＬＥＤ（H26ノーベル物理学賞）
ＩＧＺＯ液晶

＜宇宙＞
ロケット技術

＜海洋＞
クロマグロの完全養殖

＜地震・防災＞
緊急地震速報

＜学術＞
ニュートリノ（H27ノーベル物理学賞）



人類社会への貢献：気候変動分野の開拓

8出典：https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/column/00005/110100130/

眞鍋淑郎博士の気候モデル開発にノーベル賞



カーボンニュートラルに向けた日本初イノベーション
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出典
https://www3.nhk.or.jp/news/special/sakusaku
keizai/articles/20211118.html

＜Liイオン電池＞ 吉野彰氏 2019年ノーベル化学賞

＜電気自動車＞

出典https://ev2.nissan.co.jp/BLOG/8/



２．なぜ日本は成功できたのか
成功は続くのか

10



イノベーション創出パターンの変化

11出典：オープンイノベーション白書第三版日本におけるイノベーション創出の現状と未来への提言(概要版)



日本の成功体験：普及・展開型のイノベーション創出

12出典：オープンイノベーション白書第三版日本におけるイノベーション創出の現状と未来への提言(概要版)



普及・展開型のイノベーション創出（1950-1999）における日本の成功要因

13

画一的な人材育成

（お手本が存在）

勤勉さ

（労働時間が
成果に比例）

日本型雇用

（企業寿命＞

人の寿命）



イノベーション創出のゲームチェンジ

14出典：オープンイノベーション白書第三版日本におけるイノベーション創出の現状と未来への提言(概要版)を参考に作成

1950-1999

製品・プロセスの改善が価値に

大量生産・大量消費で普及

大資本企業による大量生産

2000-

製品・サービスと技術の結合によ
る新たな価値創出

デジタル技術で世界に展開

スタートアップ、デジタルによる
スピーディーな開発・世界展開
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世界に遅れる21世紀型のイノベーション創出：スタートアップ

出典：オープンイノベーション白書第三版日本におけるイノベーション創出の現状と未来への提言(概要版)



3Dプリンター日本人の開発だった
！見向きもされなかった「埋没技術」
米国メーカーが実用化
https://www.j-cast.com/tv/2015/03/03229342.html?p=all

リチウムイオン電池、日本は中韓に
苦戦 「川下」商売下手、弱み象徴
https://www.sankeibiz.jp/business/news/191016/bsc1910
160500007-n1.htm

NECはなぜGoogleになれなかった
か――量子コンピューター開発「痛
恨の判断ミス」
https://www.itmedia.co.jp/business/articles/1912/28/news
006_2.html

https://meti-journal.jp/p/8632-2/

経済産業省Journal 2013 8/9月号
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1980年代以降、基礎研究から技術革新を産み出してきた日本企業の中央研究所が衰退
企業において新技術の目利きがきかず、イノベーションのチャンスを逃してきた

技術で勝って、ビジネスで負ける日本

https://www.j-cast.com/tv/2015/03/03229342.html?p=all
https://www.sankeibiz.jp/business/news/191016/bsc1910160500007-n1.htm
https://www.itmedia.co.jp/business/articles/1912/28/news006_2.html


知の基盤である大学の凋落：急成長する世界トップ研究大学

17

各国大学収入の成長指数
（インフレ調整済、2005年を1とした場合の各年の値）
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1.1万人

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

5.8千人

国立大学の40歳未満の任期なしポスト

❊ 修士課程卒業者に占める博士課程進学者の割合

大学基金規模
ハーバード
イエール

スタンフォード
プリンストン

MIT
ケンブリッジ

オックスフォード
慶應
早稲田
東京大学

3.3兆円
3.1兆円

1.0兆円

730億円
300億円

150億円
❊ 各大学HPより(2017,2019)

若手研究者の安定的ポストは減少

博士進学率は減少

我が国の大学は海外大学と比べ資金に乏しい

原因：将来のポスト不安・研究
活動に対する対価が不十分

1 1 1
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4
22 2
33 3
4

5 5 5
4

7

11

1996-1998 2006-2008 2016-2018

Top10%論文数の各国順位

❊ 整数カウント

米国
中国
英国
ドイツ
フランス

日本

日本の研究力の低下

国際的な競争の激化
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Japan Passing：日本企業の衰退

19出典：オープンイノベーション白書第三版日本におけるイノベーション創出の現状と未来への提言(概要版)



２１世紀型イノベーションへの対応の遅れ：全要素生産性の停滞

20出典：内閣府有識者懇談会｢選択する未来2.0｣報告 参考資料



３．我が国の科学技術を取り巻く現状
～変化の中で日本の勝ち筋を見出すには～

21



中 国

 バイデン新政権の主な政策提案

• 先端・新興技術の研究開発、医療機器や半導体・通信関

連部品など

 「アメリカ・イノベーション競争法」の上院通過（2021年6月8
日）

• 半導体、AI、次世代通信など経済安全保障で中国への対

抗のため、

 ３月に開催された全人代で「

として、

要となる技術開発の攻防戦に打ち勝つ」と表明

 先端７分野を明示

①次世代AI、②量子情報、

③半導体、④脳科学、⑤遺伝子、

⑥臨床医学、⑦宇宙

①外交・安全保障環境の変化：技術覇権争いの更なる先鋭化

22

米 国



各国が競う量子技術と日本の強み

は、ＡＩと並び経済社会構造、安全保障概念を根本的に変える
技術
量子コンピューティング
量子暗号通信
量子センシング

23

（出典：NICT）

産業界も巻き込んで投資を拡大することが課題



次世代の覇権を担う人工知能（ＡＩ）

24

は、「顔認知」レベルから「国家安全保障」「民主主義保全」など
に

米国：ＡＩ支援戦争を想定、国家安全保障の観点から、ＡＩの世界
的リーダー堅持の体制、予算強化などを提案

中国：全人代（３月）においてＡＩを活用する「智能化戦争」への本
格的取組を開始

日本は遅れを取っているが、人工知能技術導入の潜在的分野は広範囲
現場でのデータ収集や利活用などの新興分野での勝負はこれから



未来のエネルギーとしての核融合

先端技術の結晶

超伝導（MRI、量子コン
ピュータなど）、ロボットなど未
来に向けた先端技術の塊

燃料の元栓を締めると反応が
自動停止 かつ
高レベル放射性廃棄物無し

安全＆環境に優しい

燃料 開 燃料
閉

燃焼 停止

高効率エネルギー
燃料1gで石油8トン分の
エネルギー

豊富な燃料

燃料は無尽蔵（海中から）
重水素33g/トン
リチウム0.2g/トン

リチウムから自分で
三重水素を作る

E = m・c2
エネルギー 質量差

（提供：量子科学技術研究開発機構）

エネルギー問題
環境問題の根本的解決



原料 生産 消費 廃棄

②産業構造の変化：変わる産業の基盤

26

石油

（産業のコメと言われた）

（日本の代表産業と言われた自動車）

直線型経済

鉄鋼

ガソリン車

データ

循環型経済

半導体

ＥＶ（電気自動車）

・産業構造
・国民生活

人々に求められる素養も変化

ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）

ＣＮ（カーボン・ニュートラル）

原料

生産消費

リサイ
クル

２０世紀 ２１世紀

が一変



日本の半導体を巡るグローバルな構造変化

27出典：経済産業省 半導体戦略概要



経済安全保障

28

半導体市場の概況 （経済産業省）第１回半
導体・デジタル産業戦略
検討会議資料より抜粋



日本に残された強み（半導体装置・素材産業）

29出典：経済産業省 半導体戦略概要



４．日本再興に向けて

30



31

岸田総理所信表明演説（第205回国会における所信表明演説）（抄）
• 新しい資本主義を実現していく車の両輪は、成長戦略と分配戦略です
。まず、成長戦略の第1の柱は、科学技術立国の実現です。学部や修
士・博士課程の再編、拡充など科学技術分野の人材育成を促進します
。世界最高水準の研究大学を形成するため、10兆円規模の大学ファ
ンドを年度内に設置します。デジタル、グリーン、人工知能、量子、バイオ
、宇宙など先端科学技術の研究開発に大胆な投資を行います。民間
企業が行う未来への投資を全力で応援する税制を実現していきます。

• 第２の柱 デジタル田園都市国家構想
• 第３の柱は、経済安全保障です。新たに設けた担当大臣の下、戦略
物資の確保や技術流出の防止に向けた取組を進め、自律的な経済構
造を実現します。強靱なサプライチェーンを構築し、我が国の経済安全保
障を推進するための法案を策定します。

• 第４の柱 人生百年時代の不安解消

岸田政権の柱
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科学技術立国の実現に向けた３つの戦略

科学技術立国実現に向けた３つの戦略

Society 5.0

科学技術・イノベーションによる「成長」と「分配」の好循環の実現
（新しい資本主義、デジタル田園都市構想）

スマートシティ

目指す社会像 ＝ Society 5.0の実現
(第６期科学技術・イノベーション基本計画)

知の基盤強化と人材育成強化1 科学技術・イノベーションの源泉創出

先端科学技術の戦略的な推進２ 「勝ち筋」となる技術を育てる

イノベーション・エコシステムの形成３ 科学技術・イノベーションの恩恵を
国民や地域に届ける
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科学技術立国実現に向けた戦略①

○成長と分配の好循環の起爆剤として、デジタルトランスフォーメーションやグリーン分
野の成長を含めた科学技術立国を推進し、イノベーション力を抜本的に強化する必要。
○イノベーション創出に向けては、それらを生み出す大学を中心とした知の基盤の強化、
そして、イノベーションの担い手となる人材育成の強化を両輪で取り組んでいくことが
重要。

知の基盤強化 人材育成の強化

我が国が世界の知的競争をリード・
社会の成長を牽引

10兆円規模の大学ファンド

地域中核・特色ある研究大学
総合振興パッケージ

若手研究者支援

初等中等教育における
探究・STEAM教育の推進

知の基盤強化と人材育成強化1 科学技術・イノベーションの源泉創出
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科学技術立国実現に向けた戦略②

先端科学技術の戦略的な推進２ 勝ち筋」となる技術を育てる

量子

バイオ マテリアル

グリーン

AI

• エビデンスに基づく科学技術政策
• 安全・安心に関するシンクタンク機能の構築

研究開発・実証

ムーンショット型研究開発の充実
（社会課題に対応する新目標）

経済安全保障重要技術育成
プログラムの創設

戦略的イノベーション創造プログラム
（SIP）の見直し

戦略の策定・見直し等
～「勝ち筋」を描く～

グリーンイノベーション基金
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科学技術立国実現に向けた戦略③

イノベーション・エコシステムの形成３ 科学技術・イノベーションの恩恵を国民や地域に届ける

科学技術を支える
デジタル研究インフラ

スタートアップ支援

国際頭脳循環
の強化



大学

イノベーション創出

成果・人材

新たな融合領域の創生

English

国内外の著名な研究者が結集
国内・海外から優秀な学生が集まる

多様性に富んだキャンパス
事務・教育の多言語化

日本語

海外大学

研究機関

国内大学

多様な研究者
の参加

企業
資金・人材

人材・知恵の循環

最先端研究

「共創の場」
の形成

インフラの
老朽化

災害対策

人口減少
デジタル化
の推進 少子

高齢化

雇用の
創出

生産性
向上

￥
￥

カーボン
ニュートラル

資金の循環

36

研究大学を中心としたイノベーションエコシステムの形成
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経済安全保障の推進に向けた目標・アプローチ

出典：経済安全保障会議（第１回）資料
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先端半導体製造技術の共同開発とファウンドリの国内立地

出典：経済産業省 半導体戦略



ため、意欲的な目標を設定。予
算、税、規制・標準化、民間の資金誘導など、政策ツールを総動員。グローバル市場や世界のESG投資（3,000
兆円）を意識し、国際連携を推進。

 2050年カーボンニュートラルを見据えた技術開発から足下の設備投資まで、企業ニーズをカバー。
規制改革、標準化、金融市場を通じた需要創出と民間投資拡大を通じた価格低減に政策の重点。

 予算（高い目標を目指した、 を、10年間で2兆円の

エネルギー関連産業 輸送・製造関連産業 家庭・オフィス関連産業

③次世代熱エネルギー

⑪カーボンリサイクル・マテリアル

②水素・燃料アンモニア

④原子力

⑥半導体・情報通信 ⑫住宅・建築物・次世代電力マネジメント⑤自動車・蓄電池①洋上風力・太陽光・地熱
(次世代再生可能エネルギー)

⑩航空機

⑦船舶

⑨食料・農林水産

⑬資源循環関連

⑭ライフスタイル関連

⑧物流・人流・ 土木インフラ

足下から2030年、
そして2050年にかけて成長分野は拡大成長が期待される産業（１４分野）

39

「革新的環境イノベーション戦略」に掲げる技術の社会実装に向けてグリーン成長戦略による政策を総動員

2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略
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科学技術・イノベーションが
日本の未来を決める！

―ご清聴ありがとうございましたー
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